
 

 

 
 

 

 
 

 ９月９日（水）～１１日（金）に、環太平洋大学の学生３９名が実習に来られま

した。授業見学の他、この３日間で子ども達と表現運動の作品をつくりあげること

が主な内容でした。子ども達は、様々な動きを学生達と繰り返し練習しました。当

日は、１４０名もの方に来場いただき、元気いっぱい発表を行うことができました。

この３日間の子ども達と学生との関わりの深さを物語るように、最後は涙のお別れ

となりました。子ども達にとって、表現の発表を含め、人と関わることで得られる

感情を体験できる貴重な機会となりました。 
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４５日間の夏休みが終わり、２学期がスタートしました。 

８月２９日に奉仕作業を行っていただき、気持ちよく学校 

生活を始めることができました。ありがとうございました。 

この夏は、浜田市でも最高気温が３９℃になるなど、猛暑 

が続きました。子ども達に話を聞くと、「暑さに負けず、 

宿題頑張ったよ」「海に泳ぎに行って楽しかったよ」と聞かせてくれました。充実し

た休みを過ごしたように感じました。さて、始業式では、「思いやり」に力を入れて

取り組んでいこうと話をしました。もちろん「挑戦」「あたりまえ」も継続していき

ます。まずは、運動会の成功をめざして取り組んでいきます。２名の転入生を加え

た、全校児童２９９名の頑張る姿を楽しみにしていてください。 



 
       

 

４月に、６年生が取り組んだ全国学力調査の結果が返却され、校内でも結果の分

析を行いました。今後は、次のように取組を進めることとしました。 

＜国語＞ 

○漢字の問題は正答率が高かった。 

○文章や資料から必要な情報を見付け、内容を整理して捉える力の正答率が高かっ

た。また、無回答が減少した。 

△「書くこと」の正答率は低かった。（読み取った情報をもとに、自分の考えをよ

り具体的に形成し、根拠を明確にして文章全体を構成して表現する力） 

今後は、これまでの成果が見られた「読む・情報を取り出す・要約する」という

学習を継続するとともに、「要約したことから自分の考えをもつ」「考えの根拠とな

る情報を選ぶ」「根拠と考えを結び付けて書く」という段階へと学習を発展させて

いく。 

＜算数＞ 

○基本的な計算の正答率は高かった。 

△正答を選ぶことはできるが、なぜその正答を選んだのか理由を書くことができな

かったり無回答となったりし、正答率が低かった。 

今後は、これまでの算数科の学習を継続するとともに、学年に応じて、自分の言

葉で理由を説明する時間を設けたり、毎月の計算会に記述式を取り入れたりするこ

とを行っていく。 

 

 

９月上旬に、６年生が自然体験学習の一つとして、 

カヌー体験と水辺の安全教室を行いました。カヌー 

体験は、あいにく風が強く、沖には出ることができま 

せんでしたが、パドルを 

漕いで進んでいく気持ち 

よさを体験することができました。 

また、安全教室では、ライフジャケットの有用性や 

万が一の時の対処法を教えてもらいました。このよう 

な浜田市の宝である「海」での体験を通して、ふるさ 

とへの愛着を高めることができればと考えます。 

 

 

２６日（土）に、運動会を行います。今年度 

の運動会のスローガンは、「最後まであきらめず  

笑顔があふれる運動会にしよう」です。６年生 

を中心に、夏休み前から準備に取り組んできま 

した。当日に向けて練習を頑張っているところ 

です。きっと子ども達の頑張る姿、挑戦する姿 

を見ていただけると思っています。ご声援をよ 

ろしくお願いします。 
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